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講評 

大問数は例年通り５問で、難易度・出題形式ともに、近年の傾向をほぼ踏襲したものであった。昨年よりも解答すべき設問数は若干

減少したが、大問１の文法問題以外は全て読解問題であるため、70 分の試験時間内に終わり切るためには相当のスピードが求めら

れる。合格のために必要と考えられる得点は 65 点前後。 

 

大問１ 

標準的な文法問題。 

整序問題が姿を消し、10 問全てが４択問題であった。平易なレベルである。高得点を狙いたい。 

大問２ 

標準的な医系長文読解問題。 

「コロナ禍が若者に与えた影響」に関する文章。オンライン授業の弊害に関しては、世間一般でも問題視されているので、比較的読

み易いものであったと考えられる。ただし、時間配分には十分気を付けるべきで、スピーディに終わらせたいところである。 

大問３ 

標準的な医系長文読解問題。 

相貌失認（そうぼうしつにん）がテーマの問題。“prosopagnosics”という見慣れない単語の意味内容が問われているが、落ち着いて

文章を読み進めていけば、文脈から自ずと判断できる。設問自体は易しいものが中心。 

大問４ 

標準的な長文読解問題。 

「いかなる状況下で人間は協力し合うのか」というテーマを扱った文章。文系的な内容であるので、やや読みにくいと感じた受験生

もいるかもしれないが、この大問４も設問自体は平易なものが中心であった。 

大問５ 

標準的な医系長文読解問題。 

胃の手術に関する文章で、内容的にはさほど難解なところは無かったと考えられる。ただし、最後の長文読解問題であり、他の大問

よりも文章自体が長いので、脳のスタミナを最後まで保てたかどうかがカギとなる問題だったと言える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


